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【手続補正書】
【提出日】平成22年9月24日(2010.9.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１３６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１３６】
　したがって、本明細書で前述した目的および利点を十分に満たす拡散反射体、拡散反射
物品、光学ディスプレイ、および光の拡散反射性を必要とする装置において光の反射性を
改善する方法が本発明により提供されたことは明らかであろう。本発明の特定の実施形態
ととともに本発明を説明してきたが、多くの代替物、修正、および変形が当業者に明らか
となるであろうことは明白である。したがって、添付の特許請求の範囲の意図および広い
範囲の中にあるこのようなすべての代替物、修正、および変形が含まれることを意図して
いる。
　本発明は以下の実施の態様を含むものである。
　１．バインダーと前記バインダー中に分散された可視光の散乱体とを含むバインダー層
を少なくとも１つの面上に有する不織シートを含む、可視光の拡散反射体。
　２．前記不織シートが複数のプレキシフィラメント状フィルム－フィブリルを含み、前
記フィブリルがポリマーを含む、前記１に記載の拡散反射体。
　３．前記不織シートが複数の細孔を含有し、水銀ポロシメトリーによって測定される際
に約０．０１μｍ～約１．０μｍの平均細孔径を有する細孔の比細孔容積が少なくとも約
１０ｃｍ3／ｍ2である、前記１に記載の拡散反射体。
　４．前記不織シートが複数の細孔を含有し、水銀ポロシメトリーによって測定される際
に約０．０１μｍ～約１．０μｍの平均細孔径を有する細孔の比細孔容積が少なくとも約
４０ｃｍ3／ｍ2である、前記１に記載の拡散反射体。
　５．前記不織シートがポリマーを含み、前記ポリマーが、前記ポリマーの重量を基準に
して約０．０５～約５０重量パーセントの微粒子フィラーをさらに含む、前記１に記載の
拡散反射体。



(2) JP 2010-505145 A5 2010.11.11

　６．前記バインダー層が、ポリウレタン、ポリエステル、アクリル、およびシリコーン
からなる群から選択されるポリマーを含む、前記１に記載の拡散反射体。
　７．前記バインダーが接着剤である、前記１に記載の拡散反射体。
　８．前記不織シートが約１５０μｍ～約３００μｍの平均シート厚さを有し、前記バイ
ンダー層の厚さが約５μｍ～約５０μｍである、前記１に記載の拡散反射体。
　９．前記散乱体が、約０．１μｍ～約３０μｍの平均直径を有する複数の白色顔料粒子
を含む、前記１に記載の拡散反射体。
　１０．前記散乱体が、酸化チタンおよび酸化亜鉛からなる群から選択される複数の少な
くとも１種類の白色顔料粒子を含む、前記１に記載の拡散反射体。
　１１．前記散乱体が、約０．０１μｍ～約１μｍの平均直径を有する複数の空隙を含む
、前記１に記載の拡散反射体。
　１２．前記バインダー層の多孔度が約５５％以下である、前記１１に記載の拡散反射体
。
　１３．前記散乱体が、ＣＰＶＣを超える量で前記バインダー中に存在する約０．１μｍ
～約３０μｍの平均直径を有する二酸化チタン粒子を含む、前記１に記載の拡散反射体。
　１４．前記散乱体の屈折率が少なくとも約２．５であり、前記バインダーと前記散乱体
との間の屈折率差が少なくとも約０．５である、前記１に記載の拡散反射体。
　１５．前記不織シートおよび前記バインダー層の少なくとも１つがＵＶ安定剤をさらに
含む、前記１に記載の拡散反射体。
　１６．積層体を形成する複数の不織シートを含み、前記積層体の少なくとも１つの不織
シート界面が前記バインダー層を有する、前記１に記載の拡散反射体。
　１７．前記バインダー層に積層された裏打ち支持シートをさらに含む、前記１に記載の
拡散反射体。
　１８．前記バインダー層上に鏡面反射層をさらに含む、前記１に記載の拡散反射体。
　１９．可視光の拡散反射体と、光学キャビティを形成する構造とを含む拡散反射物品で
あって、前記拡散反射体は、不織布面を有し、光が前記不織布面から反射されるように前
記光学キャビティ内に配置され、前記拡散反射体が、バインダーと前記バインダー中に分
散された可視光の散乱体とを含むバインダー層を１つの面上に有する不織シートを含む、
拡散反射物品。
　２０．光源からの光が、前記拡散反射体の前記不織布面から反射されて前記光学キャビ
ティから出るように、前記光学キャビティ内に配置された光源をさらに含む、前記１９に
記載の拡散反射物品。
　２１．前記光源からの光が透過する表示パネルをさらに含み、前記光源からの光が反射
して前記表示パネルに向かうように、前記拡散反射体が前記光学キャビティ内に配置され
る、前記２０に記載の拡散反射物品。
　２２．前記光源からの光を前記光学キャビティ内に向けるように、前記拡散反射体が、
前記光学キャビティの少なくとも一部にライニングされ、前記光源の周囲を部分的に覆う
、前記２０に記載の拡散反射物品。
　２３．前記光学キャビティが光ガイドを含み、前記拡散反射体が前記光源からの光を前
記光ガイド内に反射する、前記２０に記載の拡散反射物品。
　２４．（ｉ）光学キャビティを画定する構造と；
（ｉｉ）前記光学キャビティ内に配置された光源と；
（ｉｉｉ）前記光源からの光が透過する表示パネルと；
（ｉｖ）バインダーと前記バインダー中に分散された可視光の散乱体とを含むバインダー
層を１つの面上に有する不織シートを含む拡散反射体とを含む光学ディスプレイであって
、前記光源からの光が前記拡散反射体の不織シート面から反射されて前記表示パネルに向
かうように、前記拡散反射体が前記光学キャビティ内に配置される、光学ディスプレイ。
　２５．光の拡散反射性を必要とする装置中の光の反射性を改善する方法であって：
（ｉ）バインダーと前記バインダー中に分散された可視光の散乱体とを含むバインダー層
を少なくとも１つの面上に有する不織シートを含む拡散反射体を提供するステップと；
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（ｉｉ）光エネルギーが前記拡散反射体の不織シート面から反射されるように、前記拡散
反射体を前記装置内に配置するステップとを含む、方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　バインダーと前記バインダー中に分散された可視光の散乱体とを含むバインダー層を少
なくとも１つの面上に有する不織シートを含む、可視光の拡散反射体。
【請求項２】
　可視光の拡散反射体と、光学キャビティを形成する構造とを含む拡散反射物品であって
、前記拡散反射体は、不織布面を有し、光が前記不織布面から反射されるように前記光学
キャビティ内に配置され、前記拡散反射体が、バインダーと前記バインダー中に分散され
た可視光の散乱体とを含むバインダー層を１つの面上に有する不織シートを含む、拡散反
射物品。
【請求項３】
　（ｉ）光学キャビティを画定する構造と；
　（ｉｉ）前記光学キャビティ内に配置された光源と；
　（ｉｉｉ）前記光源からの光が透過する表示パネルと；
　（ｉｖ）バインダーと前記バインダー中に分散された可視光の散乱体とを含むバインダ
ー層を１つの面上に有する不織シートを含む拡散反射体とを含む光学ディスプレイであっ
て、前記光源からの光が前記拡散反射体の不織シート面から反射されて前記表示パネルに
向かうように、前記拡散反射体が前記光学キャビティ内に配置される、光学ディスプレイ
。
【請求項４】
　光の拡散反射性を必要とする装置中の光の反射性を改善する方法であって：
　（ｉ）バインダーと前記バインダー中に分散された可視光の散乱体とを含むバインダー
層を少なくとも１つの面上に有する不織シートを含む拡散反射体を提供するステップと；
　（ｉｉ）光エネルギーが前記拡散反射体の不織シート面から反射されるように、前記拡
散反射体を前記装置内に配置するステップとを含む、方法。
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